
2022年度 秋 要望調査票
青年海外協力隊 / 海外協力隊 / 日系社会青年海外協力隊 / 日系社会海外協力隊

要請番号（JL31522B24）

  

国名 職種コード 職種 年齢制限 活動形態 区分 派遣期間 派遣隊次

コロンビア F111 経営管理 個別 新規 2年 ・2023/3 ・2023/4 ・
2024/1

【配属機関概要】

1）受入省庁名（日本語）

大統領府国際協力局

2）配属機関名（日本語）

ア・カサ財団
NGO

3）任地（ アンティオキア県メデジン市 ） JICA事務所の所在地（ ボゴタ首都区ボゴタ市 ）

任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（ 飛行機+車 で 約 1.5 時間 ）

4）配属機関の規模・事業内容

コロンビア第2の都市メデジンにあるア・カサ財団は、2015年に設立され、現在は13名の従業員を抱えている。コミュ
ニティや社会的な組織の強化を促進するため、彼らの可能性と能力強化支援を実施している。人権の擁護と環境保全に
対する活動がメイン。人権の擁護の取り組みとしては、社会的弱者に向けて社会的・経済的な自立をサポートする活動
を主に行っており、環境保全においては気候変動のインパクト削減に貢献する取り組みを行っている。活動対象者は、
コミュニティベースの組織、NGO、財団、年間予算は、住民団体、原住民団体、障害者組織など。年間予算は、
約US$230,000。

【要請概要】
1）要請理由・背景

現在、配属先では、障害者の自立支援として、配属先内にコールセンターを設け、職業訓練および就労の実践するプロ
ジェクトを進めている。このプロジェクトには、経営管理の知識、経験が求められるものの、同財団の中の人材が限ら
れていることから、JICA協力隊への要請となった。財団では、コールセンタープロジェクト以外にも、養鶏のプロジェ
クトや古着販売のプロジェクトを実施しているものの運営管理が貧弱であり、事業としてのモデルケースを協力隊と作
りながら、財団の経営管理の能力強化をはかりたいと考えている。

2）予定されている活動内容（以下を踏まえ、隊員の経験をもとに関係者と協議して計画を立て、柔軟に内容を変更しな
がら活動を進めます）

1.コールセンター、養鶏、古着販売などの事業のサポートを行う。
2.各プロジェクトのマーケティング調査を行う。
3.各プロジェクト関係者へのサポート支援を行う。
4.事業管理方法について日本の取り組みなどの紹介を行う。

3）隊員が使用する機材の機種名・型式、設備等

執務スペース、執務机、PC、椅子

4）配属先同僚及び活動対象者

配属先同僚:
男性、30代、修士(経済)、経験10年

活動対象者:

募集終了

https://www.jica.go.jp/volunteer/


視覚、身体、認知の障害をもつ方 25名程度

5）活動使用言語

スペイン語

6）生活使用言語

スペイン語

7）選考指定言語

スペイン語(レベル:C)又は英語(レベ
ル:C)

【資格条件等】
[免許]：（　　　　）

[性別]：（　　　　）　備考：

[学歴]：（大卒）　備考：指導的な立場になるため

[経験]：（実務経験）2年以上　備考：指導的な立場にな
るため

任地での乗物利用の必要性

不要

【地域概況】
[気候]：（温暖湿潤気候）　気温：（17～26℃位）

[通信]：（インターネット可　　電話可）

[電気]：（安定）

[水道]：（安定）

【特記事項】
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